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１．研究計画の概要 
コンパクトHausdorff空間K上の複素数値連
続関数全体を C(K)とする．Kが第一可算であ
るとき，C(K)からそれ自身への全射 Tが条件
(*)    (T(f)T(g))(X) = (fg)(X) (∀f, g ∈C(K)) 
及び T(1) = 1をみたせば，Tは等距離同型写
像であることがMolnarによって示された．
本研究では，Molnar が導入した値域に関す
る条件(*)を次の側面から考察することによ
りその本質を探ることを目的とし，さらに条
件(*)から見た Banach環の構造を解明する． 
(1) ``値域”を``スペクトルの一部分”や``ノル
ム”に置き換えたとき，同様の結果が得ら
れるか． 

(2) Tの摂動の安定性はあるか． 
(3) 非可換 Banach 環に対しても，同様の結
果が得られるか． 

 
 
２．研究の進捗状況 
Molnar によって示された結果は，単位的半
単純可換Banach環上のスペクトル保存写像
に対して成り立つことを，関数環理論を用い
ることにより示した．一方で，単位元の存在
は，この定理において本質的であることも分
かった．実際，多元環としては同型でなくと
もスペクトル保存写像が存在する例を具体
的に構成した．スペクトル条件(*)をさらに弱
め，スペクトル半径 r(・ )に関する条件
r(T(f)T(g) + α) = r(fg + α)を考察すること
により，T(1) = 1, T(i) = iであるとき，Tは
Banach 環としての同型写像であることを示
した．ただしαは 0でない定数である．ここ
で用いた手法を詳細に調べることにより，関
数の積のスペクトル半径よりも，商のスペク

トル半径が本質的な役割を果たしているこ
とが分かった．このことから Banach環の間
の全射を考察するのではなく，可逆元全体の
なす乗法群やその部分群の間の全射 Tで，さ
らに r(T(f)T(g)-1 + α) =  r(fg-1 + α)をみた
すものを調べる必要が生じた．ただしｃは g
の逆元である．このとき Tの形を完全に決定
した．さらに T(1) = 1, T(i) = iのとき，Tは
Banach 環としての同型写像であることが直
ちに従う．これらの研究成果により，これま
で独立に研究されてきた Molnarの結果の拡
張を，統一的に扱うことが可能となった．現
在は g-1を写像τ(g)の特別な場合と見ること
により r(S(f)T(g) + α) =  r(ρ(f)τ(g) + α)
をみたす写像の組 S, T, ρ, τの構造を調べ
る研究に発展している． 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
Molnar によって導入されたスペクトル保存
写像の研究は，スペクトルをノルムあるいは
スペクトル半径に置き換えても，同様の結果
が得られること及びそれらの結果は半単純
可換 Banach環やある種の非可換 Banach環
に対して成り立つことが示されている．これ
らの研究は当初の計画以上に進展している．
しかしながら，摂動の安定性に関する研究は
十分な結果を得られているとはいえないの
で，今後精力的に調べなければならない． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの研究では，演算として積や商を考
察してきたが，それらの代わりに和や差のス
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ペクトルあるいはスペクトル半径を考える
ことはごく自然な発想であり，今後の課題で
ある．またスペクトルよりも弱い条件として
スペクトル半径の場合を考察し，Molnar の結
果を一般化したが，Banach 環のノルムの場合
は調べられていないので詳しく研究する必
要がある．ノルムの研究の進展は，摂動の安
定性問題への重要な手がかりともなり得る． 
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